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chairman’s letter

サントリーグループは創業以来、人のやらないこと、

新しいことに果敢に挑戦し、自由闊達な社風のもとで

新たな価値の創造を目指してきました。そうして生ま

れた高品質な商品・サービスをお客様にお届けする

こと、あるいはお客様や社会、自然と共生する取組み

を通じて、心豊かな生活文化に貢献する企業でありたい

という思いは 110 余年変わることはありません。

　私たちは、お客様をはじめ、地域社会や地球環境と交

わす約束の言葉として、「水と生きる」を定めていま

す。お客様に水と自然の恵みをお届けする企業として、

地球にとって貴重な水を守り、水を育む環境を守って

いくこと。水があらゆる生き物の渇きを癒すように、

社会に潤いを与える企業であり続けること。そして、

水のように柔軟に、力強く、常に新しいテーマに挑戦し、

新たな価値を創造していくこと。サントリーという企

業の源泉とも言える水としっかりと向き合い、水に学び、

水に積極的に働きかけることで、「水と生きる」という

約束を果たしていきたい。そして、次の時代にも評価い

ただける、価値ある企業グループとしての存在を示し

ていきたいと考えています。

　「人と自然と響きあう」―これは、サントリーグループ

が自ら企業理念に掲げた使命です。世界中の人々や地域

社会、そして大いなる自然との共生を目指すこの理念の

もと、生命の輝きに満ちたサステナブルな社会の実現

に向け、新たな価値を創造する“Growing for Good”

な企業を目指して、私たちはさらなる革新と挑戦を続け

てまいります。

2018 年 6月

代表取締役会長

ステークホルダーの皆様へ

「水と生きる」企業として、

サステナブルな社会を実現したい
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ト
ッ
プ
が
語
る 

─ 

サ
ン
ト
リ
ー
の
未
来
を
拓
く

top 
interview

世界人口が70億人を突破し「人口爆発」と呼ばれる現在、社会は環境問

題のみならず、資源・エネルギー・食料など多岐にわたる深刻な課題

に直面しています。2015年、国連サミットでは「SDGs」が採択され、

COP21（気候変動枠組条約第21回締約国会議）では「パリ協定」が成立

しました。グローバルに事業を展開する企業として、サントリーグルー

プも世界の課題解決に責任を果たし、サステナブルな社会の実現に貢献

していかなければなりません。代表取締役社長 新浪剛史が、目指すべき

未来像について語ります。

代表取締役社長
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#1 
社会で信頼され、愛される

オンリーワンの企業グループを

目指したい#3 
「やってみなはれ」を

原動力に

サントリーにしか出来ない

イノベーションを起こす

#2
“Growing for Good”で

スパイラルな成長を続ける

サントリーグループは「人と自然と響きあう」

を理念の一つに掲げています。ここには、

お客様に最高品質の商品・サービスをお届

けすることを通じて、人々の豊かな生活を

創造していくと同時に、常に社会や自然と

の共生を実現する、という思いが込められ

ています。この思いを広く社会と約束する

言葉が「水と生きる」です。この約束をグ

ローバルに展開し、実現していくことで、

サントリーを世界で最も信頼され、愛さ

れるオンリーワンの総合食品酒類企業グ

ループに成長させたいと考えています。

社会・市場・お客様のニーズはこれまで

にない早さで変化しています。外部環境

の変化をしっかりと掴み、サントリーに

しか出来ないイノベーションを起こすこ

とが目標です。

よく「サントリーの社員にはチャレンジ

ングな人が多いですね」と言われます。

とても嬉しいことです。

サントリーに受け継がれている DNA であ

る「やってみなはれ」の精神は「へこた

れず、あきらめず、しつこく」、失敗や反

対を恐れず、新しいことに何度も挑戦し

続けるということです。変化が激しい時

代だからこそ、お客様志向を徹底すると

ともに、このDNA を原動力に誰もがやら

なかったことに挑戦することが重要だと

思います。 企業が利益だけを求めるような経営を

行っていては、持続的な事業の成長は望

めません。企業というものは、社会と向

き合うことで初めて生かされるものであ

り、企業が持続的に成長するためには、

社会から成長を望まれる存在になる必要

があります。私たちがビジョンに掲げる

「Growing for Good」とは、「Good ＝より

よい社会づくり」のために、絶えずチャレ

ビジネスパートナーとともにサプライチェーン全体で
公正・公平な取引を実施。

お客様・

お取引先と

響きあう

社会と

響きあう

自然と

響きあう

従業員と

響きあう

「
人
と
自
然
と
響
き
あ
う
」の
実
現
に
向
け
て

ンジし「Growing ＝成長」を続けるとい

うことです。サントリーの存在が「社会

をよくすることに役立つ」と認められ、

成長を望まれる企業になれば、社会や自

然へのさらなる貢献が可能になる。そう

やってスパイラルに成長を続けていくこ

とが、「Growing for Good」なのです。
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サントリーの事業の多くは水の恵みに支

えられています。「水と生きる」を社会と

の約束に位置づける企業グループとして、

地球にとっても貴重な資源である水のサ

ステナビリティは最優先で取り組むべき

問題だと考えます。世界が抱える水課題

としっかり向き合い、事業展開国を中心

にそれぞれの地域の課題の解決に貢献す

る取組みを地域社会と連携しながら進めて

います。日本での取組みに加えて、すでに

SDGs
2015年9月に国連サミットで採択された、2030年までに
全世界が取り組むべき目標（Sustainable Development 
Goals）。サントリーグループは「SDGs」を活用し、重要
課題分析を実施。最重要課題として目標6：「水・衛生」
を設定。また、重要度の高い取組み目標として、目標3：
「健康・福祉」、目標12：「責任ある生産・消費」、目標
13：「気候変動対策」を設定。利益三分主義

事業で得た利益は、「事業への再投資」にとどまらず、
「お得意先・お取引先へのサービス」や「社会への貢献」
にも役立てていくー。「やってみなはれ」とともに
サントリーグループに受け継がれた創業精神。

日本における「天然水の森」活動。2050年には全世界
の自社工場での水源涵養活動を行うという新目標を設定。

水の持続可能性や水資源問題に関するさまざまな課題に
取り組む国際的な枠組み。現在、世界で約140社が署名。

#4 
グローバルに

サステナブルな社会の実現に

貢献する

#5 
水はサントリーが取り組むべき最重要課題です

持続可能な開発目標（SDGs）は地球規

模での共通課題を明確にし、社会や環

境に対して企業が果たす責務を改めて

掲示しています。こういう時代だから

こそ、「利益三分主義」の精神に基づい

て、創業時から自然との共生、社会と

の共生を旨に活動を継続してきたサント

リーグループの真価が問われています。

今年、グローバルを視野に、中長期目標

として「環境ビジョン 2050」「2030 年

目標」を新たに掲げました。意欲的な目

標を共有し、グループ全体で「サステナ

ブルな社会づくり」に貢献していきたい

と思います。

アジア・米国・欧州・アフリカでも活動

がスタートしています。

2018 年 3 月には、国連グローバルコン

パクトのイニシアチブである「The CEO 

Water Mandate」に署名しました。こ

れはサントリーの水の課題解決に向けて

の強い意志の表明です。貴重な資源であ

る水の持続可能性や水資源のさまざまな

課題に、より一層積極的に取り組んで

いきます。
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#6 
多様な価値観を持つ

社員一人ひとりが基盤

サントリーグループには、多様な価値観

や発想、能力を持つ多くの社員の存在が

あります。世代や国籍などに囚われず、

異なる文化や個性に接することで、さま

ざまな視点でものごとを見ることができ

るのです。

「やってみなはれ」精神のもと、社員一

人ひとりが事業や組織を越えて、互いに

多様性を認めながら、大いに刺激し合

うことで新たな価値を創造し、「Global 

ONE SUNTORY」として一体となる。

これこそがサントリー流のダイバーシ

ティの実践であり、企業としての成長

の源泉なのです。

海外グループ会社の人事担当者を日本に招いて開催される「グローバル
人事会議」の様子。人材交流やさらなる活用に向けグループ一体となっ
て取り組む。

やってみなはれ大賞
サントリーグループ全従業員を対象に 2015 年創設。
自ら旗を掲げ、新しい発想に基づくチャレンジングな
活動によって「やってみなはれ」を実践したチームを
表彰する制度。

#7 
社会にとって

真に価値ある企業を

「水と生きる」をグローバルに、そして

サステナブルに実現していくことは大き

なチャレンジです。

しかし、これを実現できた時にこそ、サン

トリーグループが世界中の人々から信頼

され愛される、真に価値ある Good な企

業グループとして認めていただけるのだ

と確信しています。

社員一人ひとりが「やってみなはれ」を

発揮できる環境のもとで仕事に生きがい

や喜びを感じ、個人としても組織として

も成長し続けること。そして、その笑顔

の輪が社会にまで広がっていくことー

そうした好循環を描きながら、お客様・

社会とともに成長し続ける企業でありた

いと考えています。
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Profile

ふ
く
よ
・
し
ん
じ
／
１
９
８
４
年
入

社
。
白
州
蒸
溜
所
、
山
崎
ブ
レ
ン
ダ
ー

室
を
経
て
、
96
年
に
渡
英
。
ヘ
リ
オ
ッ

ト
ワ
ッ
ト
大
学
駐
在
、
モ
リ
ソ
ン
ボ

ウ
モ
ア
デ
ィ
ス
テ
ィ
ラ
ー
ズ
へ
出
向

勤
務
の
後
、
帰
国
。
２
０
０
３
年
に

主
席
ブ
レ
ン
ダ
―
、
09
年
に
チ
ー
フ

ブ
レ
ン
ダ
―
に
就
任
。

京都の南西、天王山の麓「山崎」
古くから山崎峡の一帯は山紫水明の地として知られており、水無瀬川流域

の後鳥羽上皇の離宮跡には、環境省による日本名水百選にも選ばれた「離

宮の水」が今も湧き出ています。この辺りの水は、北摂山から天王山にか

けて広がる広葉樹林に涵養されたもの。ミネラルを程よく含み、ウイスキー

の仕込みには理想的な水だとされています。

「
は
じ
め
に
水
あ
り
き
」

福
與　

伸
二

チ
ー
フ
ブ
レ
ン
ダ
ー

ものづくりと水の
いい 関係

水はサントリーのものづくりの原点。

サントリーでは、ものづくりを始めた時からずっと、「よい水から

よい商品を」という考え方が大切にされています。

現在、サントリーのものづくりの現場で活躍するウイスキー

のチーフブレンダー・福與 伸二と、ビールの醸造家・岡 賀根雄が、

それぞれのものづくりに対する思い、水へのこだわりについて、

語ります。

特
集

インタビュー
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信
治
郎
が
辿
り
築
い
た

名
水
の
里
・
山
崎

　

山
崎
は
万
葉
の
昔
か
ら
水
生
野
（
み

な
せ
の
）
と
呼
ば
れ
た
名
水
の
里
。
創

業
者
・
鳥
井
信
治
郎
が
日
本
発
の
本
格

モ
ル
ト
ウ
イ
ス
キ
ー
の
蒸
溜
所
の
建
設

地
に
こ
の
山
崎
を
選
ん
だ
の
も
、
ウ
イ

ス
キ
ー
づ
く
り
の
命
と
も
い
う
べ
き
上

質
な
水
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

良
質
な
水
で
仕
込
み
、
そ
の
後 

発
酵
・

蒸
溜
・
貯
蔵
と
い
う
ウ
イ
ス
キ
ー
づ
く

り
の
工
程
を
経
て
、
多
彩
な
個
性
を
持
っ

た
原
酒
が
生
ま
れ
ま
す
。
現
在
サ
ン
ト

リ
ー
に
あ
る
原
酒
は
１
０
０
万
樽
以
上
。

ブ
レ
ン
ダ
ー
は
、
そ
れ
ら
の
個
性
・

品
質
す
べ
て
を
把
握
し
ブ
レ
ン
ド
に

生
か
す
こ
と
を
常
に
試
み
て
い
ま
す
。

  ”
水
の
記
憶

“   
が
生
み
出
す
味
わ
い

　

ウ
イ
ス
キ
ー
の
原
酒
の
味
わ
い
は
、

つ
く
ら
れ
る
土
地
に
よ
っ
て
ま
っ
た
く

異
な
り
ま
す
。
地
形
・
気
候
・
四
季
折
々

の
変
化
、
そ
し
て
、
そ
の
土
地
が
生
み

出
し
た
水
。「
山
崎
」
も
「
白
州
」
も

そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
と
自
然
が
、
そ
の
個

性
を
つ
く
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

創
業
者
が
、よ
い
水
を
求
め
て
「
山
崎
」

の
地
を
選
ん
だ
時
か
ら
、「
山
崎
」
の
味

や
個
性
は
形
づ
く
ら
れ
て
い
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

水
に
よ
っ
て
、
ど
う
し
て
こ
こ
ま

で
味
わ
い
が
変
わ
る
の
か
。
そ
ん
な

こ
と
に
想
い
を
馳
せ
る
と
き
、
私
は

い
つ
も
ず
っ
と
昔
に
同
僚
が
つ
ぶ
や

い
た
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。

「
水
は
何
か
を
記
憶
し
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
」

　

悠
久
の
時
を
か
け
山
崎
の
地
を
巡
っ

て
き
た
地
下
水
が
、
何
か
を
記
憶
し
な

が
ら
我
わ
れ
の
と
こ
ろ
に
辿
り
つ
い
た

の
な
ら
、「
山
崎
」
の
味
わ
い
が
こ
の

地
で
し
か
生
ま
れ
え
な
い
の
は
当
然

の
こ
と
。
私
た
ち
匠
の
技
に
よ
っ
て
 ”水

の
記
憶

“
を
引
き
出
し
て
、
山
崎
の
地

で
し
か
つ
く
れ
な
い
香
り
と
味
わ
い
を

持
つ
ウ
イ
ス
キ
ー
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ

る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。    

（
談
）

多彩な原酒をつくり分けるための工夫
さまざまな形や大きさの蒸溜釜。発酵槽や多様な蒸溜釜、直火

と蒸気による二種類の加熱方式の組み合わせによって、さまざ

まなタイプのモルト原酒をつくり分けています。

良いウイスキーをつくるにはそれぞれの樽に貯蔵されてい

る原酒の個性を確認することが大切です。その個性を生か

すことでウイスキーがつくられます。

仕込みや発酵に大きく影響する水
ウイスキーの「仕込み」を行う仕込槽。この中で粉砕した麦芽

と温めた仕込み水を混ぜると、麦芽中の酵素の働きででんぷん

が糖に変わります。これを濾過した麦汁をアルコール分約7％

のもろみに変えるのが次の「発酵」の工程。山崎蒸溜所ではス

テンレスと木桶の二種類の発酵槽を使用しています。

熟成の神秘
蒸溜直後の酒はまだ無色透明。それを樽の中で熟成させ

ることで、あの琥珀色の原酒がつくり出されます。ウイ

スキーは熟成している間に樽材の隙間から少しずつ蒸散

するため、樽から減った分を「天使の分け前」と呼んだ

そうです。

世界で認められたジャパニーズウイスキー
近年、山崎蒸溜所には大勢の海外のお客様が訪れます。それは「山崎」や「白州」、「響」といったジャ

パニーズウイスキーが海外でも高く評価されている証。いまや日本はスコットランド、アイ

ルランド、アメリカ、カナダと並び「世界の 5 大ウイスキー」と称されているのです（写真は

2017 年にロンドンで開催された世界的な酒類コンペティション「インターナショナル・スピリッツ・

チャレンジ 2017」の授賞式で「響 21 年」が全部門品の頂点に立った時のもの）。
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自然の恵みを生かすビールづくり（ホップ・二条大麦）

国
内
ビ
ー
ル
工
場
す
べ
て
で

天
然
水
仕
込
み

　

国
内
に
４
つ
あ
る
サ
ン
ト
リ
ー
の

ビ
ー
ル
工
場
で
製
造
さ
れ
て
い
る
ビ
ー

ル
は
、
１
０
０
％
天
然
水
仕
込
み
で
つ

く
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
は
す
べ
て
の
工

場
で
天
然
水
醸
造
を
行
っ
て
い
る
大
手

ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
は
、
日
本
で
は
サ
ン

ト
リ
ー
だ
け
。
通
常
は
物
流
面
で
有
利

な
立
地
が
優
先
さ
れ
る
た
め
、
物
流
よ

り
も
水
に
こ
だ
わ
る
と
い
う
ビ
ー
ル
づ

く
り
は
世
界
的
に
も
珍
し
い
の
で
す
。

　

創
業
者
・
鳥
井
信
治
郎
は
、
ウ
イ
ス

キ
ー
事
業
に
乗
り
だ
し
て
工
場
建
設
に

当
た
る
際
、
上
質
な
水
が
得
ら
れ
る
地

を
探
し
出
す
こ
と
を
も
っ
と
も
重
視
し

ま
し
た
。
つ
ま
り
、
サ
ン
ト
リ
ー
は
創

業
時
か
ら
水
へ
の
こ
だ
わ
り
を
伝
統
的

に
持
ち
続
け
て
い
る
会
社
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
ビ
ー
ル
工
場
に
お
い
て
も
、

上
質
な
地
下
水
を
利
用
で
き
る
こ
と
を

最
優
先
に
し
て
工
場
の
立
地
を
決
め
て

い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
、「
天
然
水
仕
込
み
」
に

こ
だ
わ
っ
た
も
の
づ
く
り
を
日
ご
ろ
ご

愛
飲
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
に
お
伝

え
し
よ
う
と
、
２
０
１
７
年
３
月
、
国

内
４
つ
の
ビ
ー
ル
工
場
す
べ
て
で
「
サ

ン
ト
リ
ー
〈
天
然
水
の
ビ
ー
ル
工
場
〉」

に
名
称
を
変
更
し
、
天
然
水
醸
造
を
認

知
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
、
お
客
様
か
ら
は
「
工
場
の

名
称
が
変
わ
っ
て
、
サ
ン
ト
リ
ー
が
ビ
ー

ル
づ
く
り
に
お
い
て
何
よ
り
も
 ”天
然
水

Profile

お
か
・
か
ね
お
／
１
９
８
６
年
入
社
。

利
根
川
ビ
ー
ル
工
場
、
ビ
ー
ル
研
究

所
を
経
て
、
92
年
に
渡
独
。
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
工
科
大
学
を
拠
点
に
幅
広
い

ビ
ー
ル
づ
く
り
を
学
ぶ
。
帰
国
後
、

九
州
熊
本
工
場
建
設
、
ビ
ー
ル
商
品

開
発
な
ど
に
携
わ
り
、
２
０
１
６
年

か
ら
ビ
ー
ル
生
産
研
究
本
部
長
。

醸
造

“に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
い
う
お
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

商
品
を
生
み
出
す

マ
ザ
ー
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
大
切
に

　

こ
こ
武
蔵
野
ブ
ル
ワ
リ
ー
で
使
っ
て

い
る
の
は
、
丹
沢
や
奥
多
摩
の
山
々

に
降
っ
た
雨
が
地
下
に
浸
透
し
、
数

十
年
を
か
け
て
武
蔵
野
の
地
に
到
達

し
た
地
下
水
。
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル

も
の
深
さ
か
ら
汲
み
上
げ
て
い
ま
す
。

　

ウ
イ
ス
キ
ー
の
仕
込
み
水
を
、

「
マ
ザ
ー
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
と
言
い
ま
す
が
、

ビ
ー
ル
に
お
い
て
も
、
ま
さ
に
水
は

 ”商
品
を
生
み
出
す
母

“と
も
い
う
べ
き

存
在
。
ビ
ー
ル
の
約
90
％
は
水
で
で
き

て
い
ま
す
。
自
然
の
水
の
恵
み
を
い
た

だ
い
て
、
そ
れ
を
最
大
限
生
か
す
こ
と

で
私
た
ち
の
も
の
づ
く
り
が
あ
る
の
で

す
か
ら
、
そ
の
貴
重
な
水
を
大
切
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
た
ち

が
水
源
涵
養
活
動
を
行
っ
て
い
る
理
由

ビールのうまさは泡に出る
厳選された素材から丁寧につくり込まれたビールだけが生

みだせるきめ細かくクリーミーな泡は、ビールの香りやコ

クを引き出す重要な役割を果たします。「ザ・プレミアム・

モルツ」の泡は、飲み進めてもなかなか崩れず、飲み干し

たときにグラスにレースのような模様が残るのが特徴です。

「天然水100%が
素材の旨味を引き出す」

岡　

賀
根
雄

醸
造
家
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サントリー〈 天然水のビール工場〉 
東京・武蔵野ブルワリー
サントリーのビール事業は、1963 年竣工のこの武蔵野ブ

ルワリーから始まりました。この工場には約 20 分の 1 サ

イズのミニブルワリーも設けられ、さまざまなビールの開

発が行われています。「ザ・ プレミアム・モルツ」も、この

ミニブルワリーから誕生したビールの一つです。

も
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。い
わ
ば
、15
年
後
、

20
年
後
の
仕
込
み
水
を
つ
く
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。

ビ
ー
ル
の
味
わ
い
を

最
終
的
に
決
め
る
の
は
人
の
五
感

　

そ
し
て
最
終
的
に
ビ
ー
ル
の
味
わ
い
や

の
ど
ご
し
を
決
め
る
の
は
、
人
。
醸
造

技
師
た
ち
の
舌
や
目
、
鼻
と
い
っ
た
人
間

の
五
感
な
の
で
す
。
原
料
の
ホ
ッ
プ
や
麦

芽
の
個
性
も
そ
の
年
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
し
、
酵
母
も
生
き
物
で
す
か
ら
、
そ
の

働
き
は
常
に
一
定
で
あ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
を
調
整
し
て
安
定
し
た
味
わ
い

の
ビ
ー
ル
を
つ
く
り
出
す
た
め
に
、
も
の

づ
く
り
の
匠
の
技
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

我
わ
れ
の
仕
事
は
自
然
の
恵
み
を
、

お
客
様
の
喜
び
に
つ
く
り
変
え
る
こ
と
。

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
も
水
に
こ
だ

わ
り
続
け
、
つ
く
り
手
と
し
て
の
五
感
・

技
術
を
磨
き
続
け
る
の
で
す
。      

（
談
）

おいしいビールが生まれるまで
副原料を一切加えず、厳選された麦芽・ホップ・天然水のみを使用している「ザ・プレミアム・

モルツ」。その製造工程は「素材選び」にはじまって、「仕込み」「発酵」「貯酒」「濾過」を経て、

パッケージングされます。それぞれの工程では、機械だけに頼るのではなく、常に醸造家たち

が五感をフルに働かせ、品質の管理をしています。こうした手間ひまをかけた丁寧なビール

づくりがあのおいしさを生みだしているのです。

サントリー天然水3つのふるさと

きれいな自然環境と良質な水に恵まれた土地を探し求めて現

在、南アルプス・奥大山・阿蘇の３つの工場があります。その

豊かな自然に育まれた良質な水を製品としてお届けしているの

が「サントリー天然水」です。降りそそいだ雨が、数十年とい

う長い年月をかけて、大地に磨かれることでミネラルを授かり、

おいしい「サントリー天然水」として誕生します。

11 suntory group   corporate communication book 2018

特集　インタビュー ものづくりと水のいい 関係



人
々
の
生
活
文
化
を

彩
る
新
価
値
の
創
造

甘
味
葡
萄
酒「
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
」を
生
み
出
し
て
日
本
の
洋
酒
文
化
を
拓
き
、

日
本
初
の
ウ
イ
ス
キ
ー
事
業
に
着
手
。
さ
ら
に
ビ
ー
ル
、
飲
料
な
ど
の
新
事
業
に

参
入
す
る
な
ど
、
サ
ン
ト
リ
ー
の
成
長
は
、
生
活
文
化
に
潤
い
を
も
た
ら
す
新
価
値

創
造
に
向
け
た
、
挑
戦
と
革
新
の
歴
史
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
研
究
を
生
か
し
た
、
サ
ン
ト
リ
ー
な
ら
で
は
の
革
新
的
な
製
品
の

開
発
や
、
新
た
な
飲
用
シ
ー
ン
や
飲
用
ス
タ
イ
ル
の
ご
提
案
を
通
じ
て
喜
び
や
感
動

を
お
届
け
し
、
人
々
の
彩
り
豊
か
な
生
活
文
化
の
創
造
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

サントリーウエルネス

「セサミンEX」
ゴマにわずかにしか含まれない希少な健康成分

「セサミン」と、ビタミンEをはじめとした独自の

組み合わせが40代以降の年齢に負けない元気、

若々しさをサポート。サントリーが長い歴史で

培ってきた「セサミン」の研究と確かな技術力が生み

出した年齢対策サプリメントです。

若い世代の働き方や価値観を掘り下げ、デスク

ワークをしながら時間をかけて飲むコーヒーと

して生まれた「クラフトボス」。再栓性のある容

器や、すっきりとした味わい、オシャレなデザイ

ンで働くシーンに安らぎを提供しています。

サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
健

康
事
業
を
担
う
サ
ン
ト
リ
ー
ウ
エ
ル

ネ
ス
で
は
、
健
康
に
役
立
つ
素
材
を

探
し
出
し
、
最
大
限
に
生
か
す
方
法

を
科
学
的
に
検
証
し
、
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
お
応
え
す
る
商
品
を
開
発
し
て

い
ま
す
。「
セ
サ
ミ
ン
E
X
」な
ど
の

健
康
食
品
を
は
じ
め
、
美
容
サ
プ
リ

メ
ン
ト「
ミ
ル
コ
ラ
」や
ス
キ
ン
ケ
ア

化
粧
品「
F.
A.
G.
E
（
エ
フ
ァ
ー

ジ
ュ
）」な
ど
、
幅
広
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

特集
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新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
原
動
力
を

　

研
究
開
発
こ
そ
メ
ー
カ
ー
の
命
で

あ
る
と
い
う
信
念
の
も
と
、
サ
ン
ト

リ
ー
グ
ル
ー
プ
で
は
、
酒
類
を
は
じ
め

と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
開
発
の
過

程
で
、
微
生
物
や
酵
素
の
利
用
技
術
、

蒸
溜
技
術
を
深
化
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
食
品
加
工
、
分
析
な
ど
の
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
み
重
ね
、
新
し
い

健
康
素
材
の
探
索
・
健
康
効
能
の
研
究

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
開
発
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
な
る
持
続

的
な
成
長
に
向
け
、「
美
味
し
さ
」・「
健

康
」・「
水
・
花
・
環
境
」を
テ
ー
マ
に
新

価
値
創
造
に
繋
が
る
研
究
開
発
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

お
客
様
の
毎
日
に
健
康
習
慣
を

　

健
康
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
中
、
新
た
な

価
値
を
持
っ
た
商
品
の
一
つ
と
し
て

お
客
様
第
一
に
、
人
々
の

生
活
に
潤
い
を誕

生
し
た
の
が「
伊
右
衛
門　

特
茶
」

で
す
。
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
で
あ

る「
ケ
ル
セ
チ
ン
配
糖
体
」に
脂
肪
分
解

酵
素
を
活
性
化
さ
せ
る
働
き
が
あ
る

こ
と
を
解
明
し
、
日
常
生
活
の
中
で
楽

し
め
る
お
茶
と
し
て
商
品
化
。
人
々
が

気
軽
に
で
き
る
健
康
習
慣
と
し
て
、
人

気
を
博
し
て
い
ま
す
。

飲
み
方
、
楽
し
み
方
の
提
案
も

　

新
価
値
の
創
造
は
、
食
文
化
の
提
案

と
い
う
面
で
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ハ
イ
ボ
ー
ル
」も
そ
の
一
つ
で
す
。
ウ

イ
ス
キ
ー
に
な
じ
み
の
な
か
っ
た
若
者

世
代
に
も
、
も
っ
と
ウ
イ
ス
キ
ー
を
気

軽
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
レ
モ
ン

を
搾
り
、
ジ
ョ
ッ
キ
で
飲
む
と
い
う
新

た
な
ス
タ
イ
ル
を
提
案
。
い
ま
や
定
番

の
飲
み
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
客
様
に
常
に
最
高
の
状
態

で
サ
ン
ト
リ
ー
商
品
を
お
楽
し
み
い
た

だ
く
た
め
に
、
樽
生
ビ
ー
ル
や
飲
料
を

お
取
扱
い
い
た
だ
い
て
い
る
飲
食
店
様

を
定
期
的
に
訪
問
し
、
品
質
管
理
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
飲
用
時
品
質

の
向
上
に
も
励
ん
で
い
ま
す
。

青
い
バ
ラ
や
セ
サ
ミ
ン
を

生
み
だ
し
た
サ
ン
ト
リ
ー
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

　

サ
ン
ト
リ
ー
に
は
、
飽
く
な
き
挑
戦

か
ら
誕
生
し
た
製
品
が
い
く
つ
も
あ

り
ま
す
。
実
現
不
可
能
と
い
わ
れ
た
青

い
バ
ラ
や「
セ
サ
ミ
ン
Ｅ
Ｘ
」の
開
発

も
、
サ
ン
ト
リ
ー
の
最
先
端
の
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
失
敗
に
め
げ
る
こ

と
な
く
研
究
に
励
む
開
発
者
た
ち
の
努

力
の
結
晶
で
す
。
彼
ら
は
思
う
よ
う
な

実
験
結
果
が
出
な
く
て
も
、
そ
れ
を

単
な
る
失
敗
と
捉
え
ず
、
次
の
実
験
の

ヒ
ン
ト
と
し
て
生
か
し
、
研
究
を
続
け

ま
す
。
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
そ
の

姿
勢
こ
そ
、
創
業
以
来
、
脈
々
と
受
け

つ
が
れ
て
来
た
サ
ン
ト
リ
ー
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

な
の
で
す
。

「ハイボール」をジョッキで楽しむ！
ウイスキー市場が低迷する中で、何とか若者にウイスキーを飲んで

もらおうという戦略の一つとして2008年に始まった「ハイボール」

復活プロジェクト。このプロジェクトが功を奏し、「ハイボール」と

いう飲み方はすっかり定着し、ウイスキー市場の底上げに大きく貢

献しました。

英語で「不可能（存在しないもの）」の象徴だった「B l u e R o s e」。その

不可能を実現してしまった青いバラの存在は、サントリーのD N A

の象徴となりました。
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サントリーが「水と生きる」を実現するための取組みをご紹介します。

自然環境の保全活動をはじめ地域や未来を担う子どもたちへの支援活動な

どにも取り組んでいます。

私たちはこうした活動を通じて、社会や人々の暮らしに潤いをもたらし、ずっと

ずっと水と生きていける未来を実現していきたいと考えています。

「水と生きる」取組み

「水と生きる」取組み
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＊1  2015 年における事業領域を前提とした原単位での削減

＊2  2015 年における事業領域を前提とした総量での削減

水

CO2

全世界の自社工場での水使用を

15%削減
＊1

1

水ストレスの高い地域を中心に

自社工場での水源涵養活動を

半数以上で実施

2

全世界の自社拠点での CO2 排出を

25%削減
＊2

（Scope 1、2）

1

水負荷の高い主要原料について

持続可能な水使用を追求

水に関する啓発プログラム
安全な水の提供にも取り組み

100万人以上に展開

2030年目標 1

私たちの事業の多くは、水や農作物などかけがえのない

自然の恵みに支えられています。この自然の恵みである

水は無限ではありません。大切な経営基盤であり、あらゆ

る生命の源である自然の恵みを次の世代に引き継ぐため

に、サントリーグループは、事業を展開する世界各地で「水

と生きる」の取組みを実践。水をはじめとする自然保護の

トップランナーを目指して、これからもさまざまな取組

みを継続していきます。

自然との共生
恵みを次世代へ

水を守り、水を育む。

国産最軽量キャップ＊1

国産最薄ラベル
（再生 PET 樹脂 80％使用）

国産最軽量ペットボトル＊2

（植物由来原料 30％使用）

環境に配慮した容器包装の開発・導入を推進
容器包装の社会的な影響を強く認識し、1997 年に「環境に係る容器包装等設計ガイドライ

ン」を設定、容器包装の環境負荷低減を推進しています。なかでもペットボトルは、サン

トリーグループ独自の「2R＋B（Reduce・Recycle＋Bio）」戦略に基づき「環境への配慮」

「使いやすさ」を併せ持つ容器の開発に注力。BtoB（ボトルtoボトル）への挑戦や世界初の

植物由来原料を30％使用したペットボトルキャップ導入など、環境負荷低減活動が高く

評価されています。

全
社
を
上
げ
て
環
境
経
営
を
推
進

　

社
会
と
の
約
束
と
し
て「
水
と
生
き

る
」
を
掲
げ
る
サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー

プ
は
、
美
し
く
清
ら
か
な
水
を
守
り
、

大
切
に
使
い
、
良
質
な
水
を
自
然
に
還

す
こ
と
、
こ
れ
ら
を
継
続
す
る
こ
と

が
重
大
な
責
任
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
が
育
む
植
物
や
森
林
、
川
・

海
・
大
気
、
そ
し
て
生
き
物
が
つ
く
り

出
す
生
態
系
と
い
う
す
ば
ら
し
い
循

環
シ
ス
テ
ム
が
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
基

礎
だ
と
考
え
、
持
続
可
能
な
地
球
環
境

を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
に
最
大

限
の
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー

プ
で
は
、
グ
ル
ー
プ
環
境
基
本
方
針
を

事
業
活
動
の
基
盤
と
し
、
グ
ル
ー
プ
全

体
で「
水
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」「
気

候
変
動
対
策
」を
柱
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル

に
環
境
経
営
を
推
進
。
さ
ら
に
、「
環
境

ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
」の
達
成
に
向
け

て
、「
２
０
３
０
年
目
標
」を
定
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
の
環
境
経
営

2R＋B
＊3

＊1	 30φペットボトル対象

＊2	 国産ミネラルウォーターペット

	 ボトル（500mℓ～600mℓ）対象

	 2018 年4月時点当社調べ

＊3	 2R＋B は登録商標です
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2

水負荷の高い主要原料について

持続可能な水使用を追求

3

水に関する啓発プログラム
安全な水の提供にも取り組み

100万人以上に展開

4

自社拠点以外の
バリューチェーンにおける

CO2 排出を

20%削減
＊2

（Scope 3）

全世界の自社工場での水使用を半減＊1   

全世界の自社工場で取水する量以上の水を育むための
水源や生態系を保全

主要な原料農作物における持続可能な水使用を実現

主要な事業展開国において「水理念」を広く社会と共有
水 のサステナビリティ

気候 変動対策 地球温暖化防止に向けて、脱炭素社会の実現に貢献

サントリー環境ビジョン2050

水
理
念
を
策
定
し
水
環
境
に
貢
献

　

自
然
と
の
共
生
や
地
球
環
境
の
保

全
・
再
生
を
考
え
る
う
え
で
、
水
は
サ

ン
ト
リ
ー
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要

な
テ
ー
マ
で
す
。
水
は
私
た
ち
の
事

業
活
動
を
支
え
る
大
切
な
経
営
資
源

で
あ
る
ば
か
り
か
、
あ
ら
ゆ
る
生
命

の
源
で
あ
り
人
々
の
暮
ら
し
や
経
済

を
支
え
る
貴
重
な
共
有
資
源
で
も
あ

る
か
ら
で
す
。

　

そ
こ
で
、
サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
で

サントリーグループ 『水理念』	 2017 年 1月策定

水はグループにとってもっとも重要な原料であり、かつ、貴重

な共有資源です。環境基本方針の最上位に掲げる「水のサス

テナビリティの実現」に向けて、次の理念をグループ全体で

共有し、ステークホルダーの期待に応えていきます。

1.	水循環を知る

	 使用する水の循環について科学的アプローチに従って流

域を調べ、理解を深めます。

2.	大切に使う

	 水の３R（Reduce/Reuse/Recycle）活動を通じて節水に努

め、浄化した水は自然に還し、環境インパクトを軽減します。

3.	水源を守る

	 サステナブルな未来を実現していくため、ステークホル

ダーと協力しながら使用する水の水源保全に努めます。

4.	地域社会と共に取組む

	 社会が豊かになるように、水課題の解決への貢献を通じて

地域コミュニティを支援します。

は
、
自
社
の
事
業
活
動
が
地
球
規
模
で

の
水
の
循
環
の
一
部
で
あ
る
と
の
認

識
に
立
ち
、
健
全
な
水
循
環
に
貢
献
す

る
事
業
活
動
を
実
践
。
さ
ら
に
、
そ
の

活
動
を
通
じ
て
日
本
国
内
で
培
っ
た

「
水
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」を
グ
ロ
ー

バ
ル
に
展
開
す
べ
く
、
2
0
1
7
年

に
グ
ル
ー
プ
共
通
の
基
本
理
念
で
あ

る『
水
理
念
』を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の

理
念
の
も
と
、
世
界
各
地
域
の
水
課
題

の
解
決
に
貢
献
す
る
取
組
み
を
グ
ル
ー

プ
一
体
と
な
り
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

サントリーホールディングス（株）およびサントリー食品
インターナショナル（株）の温室効果ガス削減目標（2030
年目標）が「SBTイニシアチブ」の認定を取得。

サントリー食品インターナショナル（株）は、環境情報開示
システムを提供する国際的な非営利団体である「CDP」か
ら高い評価を受け、「CDP ウォーター Ａリスト企業」に 2
年連続で認定されました。
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自
然
と
の
共
生

恵
み
を
次
世
代
へ

水
を
守
り
、
水
を
育
む
。

「水と生きる」取組み



科
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で

自
然
の
水
循
環
を
把
握 

　

水
を
事
業
活
動
に
利
用
す
る
企
業
に

は
、
良
質
な
地
下
水
の
持
続
可
能
性
を

将
来
に
わ
た
っ
て
保
全
す
る
責
任
が

あ
る

─
。
サ
ン
ト
リ
ー
「
天
然
水
の

森
」活
動
は
そ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、

２
０
０
３
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
よ
り
持
続
可
能
な「
水

と
生
命
の
未
来
を
守
る
」を
目
指
し
、
水

源
涵
養
機
能
の
向
上
と
生
物
多
様
性
の

保
全
を
大
き
な
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

水
源
涵
養
で
は
、
科
学
的
根
拠
に
基

づ
い
た
綿
密
な
調
査
・
研
究
を
も
と
に

水
源
涵
養
エ
リ
ア
の
水
環
境
を
把
握
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
森
に
合
わ
せ
た
計
画
や
目

標
を
定
め
、
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工
場
の
水

源
涵
養
エ
リ
ア
か
ら
始
ま
っ
た「
天
然

水
の
森
」は
、
現
在
全
国
14
都
府
県
20
カ

所
、
約
９
０
０
０
ha
ま
で
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
２
０
２
０
年
ま
で
に

「
工
場
で
汲
み
上
げ
る
地
下
水
の
量
」の

２
倍
を
森
で
育
む
と
い
う
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
地
下
水
を
育
む
よ
い
森
と
は
、

十
分
に
水
を
蓄
え
、
地
下
深
く
に
導
く

良
質
な
土
壌
が
あ
る
森
の
こ
と
で
す
。

よ
い
土
壌
を
つ
く
る
に
は
、
多
様
な
樹

木
や
植
物
、
生
き
物
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

生
息
し
、
生
物
多
様
性
に
富
ん
だ
森
づ

く
り
を
行
う
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
「
天
然
水
の
森
」で
は

地
下
水
を
育
む
力
、
生
物
の
多
様
性
に

ワ
シ
・
タ
カ
子
育
て
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
ワ
シ
や
タ
カ
が
子
育
て
で
き
る
環
境
は
生
物
多
様

性
に
満
ち
て
い
る
証
」と
い
う
考
え
の
も
と
、
猛
禽

類
が
子
育
て
で
き
る
森
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

サントリーの愛鳥活動

野
鳥
は
自
然
環
境

の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
野
鳥
を
保
護

す
る
こ
と
が
人
間

や
自
然
環
境
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
の
考
え
か
ら
、

サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
は
1
9
7
3
年
よ
り

野
鳥
保
護
の
重
要
性
を
社
会
と
共
有
す
る
愛

鳥
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
1
9
7
3

年
５
月
に
愛
鳥
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
ス
タ
ー
ト

し
第
１
回
新
聞
広
告
を
掲
載
、
1
9
8
9
年

に
は「
サ
ン
ト
リ
ー
世
界
愛
鳥
基
金
」を
創
設

し
ま
し
た
。
野
鳥
保
護
を
通
じ
て
地
球
環
境

保
全
を
推
進
す
る
鳥
類
保
護
活
動
を
資
金
面

か
ら
助
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
方
に

野
鳥
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
W
e
b

サ
イ
ト
や
ツ
ー
ル
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

全国14都府県20カ所

サントリー「天然水の森」

2018 年 3月時点
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「水と生きる」をグローバルへ

森
と
水
の
学
校

2
0
0
4
年
に
阿
蘇
校
で
開
校
し
た「
森
と
水
の

学
校
」は
、
そ
の
後
、
白
州
校
、
奥
大
山
校
と
広
が
り
、

2
0
1
８
年
に
は
活
動
開
始
か
ら
15
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

次世代環境教育「水育」をベトナムで実施
環境活動をグローバルに推進していくべく、2015年3月から

ベトナムで海外初となる次世代環境教育「水育」を開始しました。

す
ぐ
れ
た
森
に
誘
導
す
る
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
の
知
識
・

研
究
成
果
を
総
合
し
て
、
数
十
年
先
、

１
０
０
年
先
の
理
想
像
を
思
い
描
い
た

活
動
計
画
を
策
定
。
継
続
的
な
改
善
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

次
世
代
環
境
教
育
・
水
育

「
森
と
水
の
学
校
」「
出
張
授
業
」

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
自
然
の

す
ば
ら
し
さ
、
水
や
水
を
育
む
森
の
大

切
さ
に
気
づ
い
て
も
ら
う
た
め
に
、
次

世
代
に
向
け
た
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム「
水

育
」を
行
っ
て
い
ま
す
。「
サ
ン
ト
リ
ー

天
然
水
」の
ふ
る
さ
と
で
開
か
れ
る
自
然

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム「
森
と
水
の
学
校
」は
、

小
学
校
3
～
6
年
生
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
に
、
自
然
の
中
で
水
や
水
を
育
む

森
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す（
2
0
0
4

年
の
開
校
か
ら
2
0
1
７
年
ま
で
に

約
2
万
３
１
0
0
名
の
親
子
の
方
が

参
加
）。
小
学
校
の
教
室
で
先
生
方
と
一

緒
に
行
う「
出
張
授
業
」で
は
、
映
像
や

実
験
を
通
し
て
、
自
然
の
し
く
み
や
大

切
さ
を
学
び
、
自
分
た
ち
が
未
来
に
水

を
引
き
継
ぐ
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か

を
考
え
ま
す（
2
0
1
７
年
ま
で
に
約

1
６
0
0
校
、
約
12
万
１
８
0
0
名
の

児
童
の
皆
さ
ん
が
参
加
）。

グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る

水
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

　

サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
で
は
、
世
界

に
広
が
る
グ
ル
ー
プ
会
社
と
協
働
し

つ
つ
、
水
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
守

る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年
か
ら
は
日
本

の「
水
育
」を
海
外
に
展
開
し
た
ベ
ト
ナ

ム
水
育
を
開
始
。
さ
ら
に
、
２
０
１
６

年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ー
ム
サ
ン
ト

リ
ー
で「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ウ
ォ
ー
タ
ー

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、

2
0
1
7
年
か
ら
は
フ
ラ
ン
ス
の
オ

ラ
ン
ジ
ー
ナ 

サ
ン
ト
リ
ー 

フ
ラ
ン
ス

が
水
源
涵
養
・
森
林
保
全
活
動
を
展
開
。

「
水
と
生
き
る
」の
活
動
が
世
界
各
地
に

広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

アメリカ「ナチュラル・ウォーターサンクチュアリ」
プロジェクト
ビームサントリーでの水源涵養エリア保全プログラ

ム。蒸溜所の33エーカーの土地では、エコチームが

中心となり、環境保全活動を行っています。

自然保全活動をヨーロッパでも開始
オランジーナ サントリー フランスは、自然公園グラン・パーク・

ミリベル・ジョナージュ内に拡がる森林の保全活動や子ども向

けの教育プログラムの実施サポートをはじめ、工場周辺の水と

自然環境を守り、育む活動を推進していきます。
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自
然
と
の
共
生

恵
み
を
次
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代
へ

水
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守
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水
を
育
む
。

「水と生きる」取組み



2
社
会
に
潤
い
を
与
え
る
水
の
よ
う
に
。

時
代
を
見
つ
め
た

文
化
・
社
会
貢
献
活
動

創
業
以
来
、
人
々
が
心
豊
か
に
暮
ら
し
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
貢
献

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
芸
術
・
文
化
」「
ス
ポ
ー
ツ
」「
社
会
福
祉
」の
分
野
を
中
心
に
、「
次
世
代
育
成
」

「
被
災
地
支
援
」「
地
域
貢
献
」な
ど
、
多
く
の
人
々
に
心
の
潤
い
を
届
け
る
こ
と
を
願
っ
て
、
そ
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

多
岐
に
わ
た
る
文
化
・
社
会
貢
献
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

社
会
に
潤
い
を
─
─

　

サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
で
は
芸
術
・

文
化
の
分
野
に
お
い
て
、
サ
ン
ト
リ
ー

美
術
館
や
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
を
開
設

し
、
日
本
の
音
楽
・
美
術
の
さ
ら
な
る

普
及
と
発
展
へ
の
貢
献
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で

は
ラ
グ
ビ
ー
部「
サ
ン
ト
リ
ー
サ
ン
ゴ

リ
ア
ス
」や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部「
サ
ン
ト

リ
ー
サ
ン
バ
ー
ズ
」な
ど
自
社
チ
ー
ム

を
組
織
し
、
企
業
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加

や
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

公益財団法人　サントリー文化財団

創
業
80
周
年
を
記
念
し
、
社
会
科
学
・
人
文
科
学

分
野
の
研
究
活
動
や
、
日
本
の
地
域
文
化
の
向
上

に
貢
献
す
る
た
め
に
、
1
9
7
9
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。「
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
」
や
「
サ
ン

ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
」
の
贈
呈
、
社
会
・
人
文
科

学
や
地
域
文
化
に
関
す
る
研
究
や
海
外
出
版
へ
の

助
成
、
財
団
自
ら
実
施
す
る
調
査
研
究
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

サントリーホール
1986年に東京初のコンサート専用ホールとして開館。毎年600を超える国内外の一流アーティ

ストによる公演が行われ、年間約60万人のお客様が来場されています。

サントリー美術館
「生活の中の美」を基本理念に1961年に開館。国宝1件、重要文化財15件を

含む約3,000件の収蔵品を所有し、毎年多彩な企画展を開催しています。
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未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

次
世
代
へ
の
教
育
普
及
活
動
を
展
開

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
支
援
す
る
た
め
に
、
音

楽
・
美
術
・
ス
ポ
ー
ツ
・
自
然
体
験
な

ど
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
次
世
代
育

成
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

音
楽
・
美
術
の
分
野
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
本
物
や
一
流
に
触
れ
る
機
会
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
少
子
化
が
進
み
、
次
世
代

育
成
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、
活
動
を
強

化
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
個
性
・

人
格
形
成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
が

健
全
な
心
と
体
の
育
成
を
支
援
す
る
た

め
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
を
開
催
し
、ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

時
代
を
見
つ
め
た

文
化
・
社
会
貢
献
活
動

社
会
に
潤
い
を
与
え
る
水
の
よ
う
に
。

サントリーチャレンジド・スポーツプロジェクト
サントリーグループでは、「やってみなはれ」精神のもと「PASSION FOR CHALLENGE

─ともに夢に挑もう─」を掲げ、車いすバスケットボール（写真）などチャレンジド・

アスリートに寄り添った活動を展開しています。

熊本地震復興支援活動
サントリーグループでは、2016 年 4 月の熊本地震発生直後に「サントリー天然水」

約 21 万本を、5 月には義捐金 1 億円を拠出。10 月には 3 億円の追加支出を決定し、

復興支援活動「サントリー水の国くまもと応援プロジェクト」を開始しました。写

真は復旧を支援した田んぼでの田植えイベントの様子。

暮
ら
し
に
潤
い
を
与
え
る
企
業
で
あ
り
た
い
。

地
域
に
寄
り
添
っ
た
貢
献
活
動
を

展
開

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
を
見
つ

め
、
時
代
に
合
っ
た
支
援
活
動
の
展
開

を
強
化
し
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災

や
熊
本
地
震
の
被
災
地
支
援
活
動
を
は

じ
め
、
国
内
外
の
大
規
模
災
害
へ
の
義

捐
金
の
寄
付
や
飲
料
水
の
提
供
な
ど

グ
ル
ー
プ
一
体
と
な
っ
た
活
動
を
行

う
と
と
も
に
、
復
旧
や
心
と
体
の
支
援

な
ど
地
域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
継
続

的
な
復
興
支
援
の
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
で

は
、
こ
う
し
た
文
化
・
社
会
貢
献
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
社
会

に
潤
い
を
届
け
ら
れ
る
企
業
で
あ
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ラグビー部「サントリーサンゴリアス」
選手が直接子どもたちを指導するラグビークリニックの

開催をはじめ、「サントリーカップ全国小学生タグラグ

ビー選手権大会」の運営サポートなど、さまざまな活動を

行っています。

社会福祉法人 邦寿会
高殿苑（特別養護老人ホーム）、どうみょうじ高殿苑（総合福祉施設）、旭区西部地域包括

支援センター（大阪市から受託）、つぼみ保育園の運営や、訪問介護・通所介護などの在

宅介護サービスにも注力しています。

東日本大震災復興支援活動
東日本大震災からの復興に向けて、「漁業」「子ども」「チャレンジド・スポーツ」「文化・

スポーツ」の分野を中心に、継続的な支援活動を実施しています。

バレーボール部「サントリーサンバーズ」
バレーボールクリニックの開催をはじめ、小学校の授業

で「体を動かす楽しさを知ってもらうためのボール遊び

教室」の開催や、地域のバレーボール大会の運営サポート

なども実施しています。
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3
水
の
よ
う
に
柔
軟
に
、
力
強
く
。

社
員
一
人
ひ
と
り
の

「
や
っ
て
み
な
は
れ
」を
力
に

サントリー大学

２
０
１
５
年
４
月
に
開
校
し
た
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム「
サ
ン
ト
リ
ー
大
学
」の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
個
々
人
の
能
力
の
向

上
や
魅
力
あ
る
人
材
づ
く
り
、
未
来
を

見
据
え
、学
び
続
け
る
意
欲
を
啓
発
す
る

こ
と
。
グ
ル
ー
プ
全
員
が
創
業
の
精
神

を
理
解
し
、

”G
l
o
b
a
l  

O
N
E  

S
U
N
T
O
R
Y

 “
を
実
現
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
の
活
動
の
基
盤
は
人
で
あ
り
、「
水
と
生
き
る
」を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
水
の
よ
う
に
自
由
に
、
柔
軟
に
、
常
に
新
し
い
テ
ー

マ
に
挑
戦
し
な
が
ら
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
で
は
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営

を
推
進
。
新
た
な
価
値
創
造
に
挑
戦
す
る「
人
材
育
成
」と
す
べ
て
の
従
業
員
が
個
々

の
力
を
存
分
に
発
揮
し
、
い
き
い
き
と
働
け
る「
職
場
環
境
づ
く
り
」に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

魅力ある人材が
いきいきと。

タグラグビー研修
チームワークの大切さを学び、社員の一体感

醸成を図るため、サンゴリアスの選手による「タ

グラグビー研修」を新入社員を対象に実施。
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「
水
と
生
き
る
」を
実
現
す
る

す
べ
て
の
活
動
の
基
盤
は「
人
」

　

サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
は
こ
れ
ま

で
も
企
業
の
成
長
の
源
泉
は
人
材
に

あ
る
と
の
考
え
に
も
と
づ
き
、
人
材

育
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
グ

ル
ー
プ
に
集
う
一
人
ひ
と
り
が
、
学
び

続
け
、
成
長
し
続
け
る
こ
と
が
組
織
の

成
長
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
認
識
の

も
と
、
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
強
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業

展
開
が
進
む
中
で
、
多
様

な
従
業
員
が
集
う
サ
ン
ト

リ
ー
グ
ル
ー
プ
だ
か
ら

こ
そ
、す
べ
て
の
従
業
員

を
対
象
に
創
業
の
精
神
の

共
有
を
図
り
、「
O
N
E　

S
U
N
T
O
R
Y
」の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
国
内
外
の
全
グ
ル
ー

プ
会
社
を
対
象
に
、
企
業

理
念
や「
や
っ
て
み
な

は
れ
」「
利
益
三
分
主
義
」

と
い
っ
た
創
業
の
精
神

に
つ
い
て
、
理
解
、
浸
透

を
図
る
た
め
の
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
特

に
海
外
グ
ル
ー
プ
会
社
の
従
業
員
に
は
、

サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て

の
一
体
感
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
学

ん
だ
こ
と
を
現
地
で
広
め
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
た「
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

国
内
外
の
各
階
層
別
に
、
従
業
員
一
人

ひ
と
り
が
成
長
し
続
け
る
た
め
の
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
強
化
し
、
全
従
業
員

が
個
々
の
能
力
を
発
揮
し
、
魅
力
あ
る

人
材
に
成
長
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て

い
ま
す
。

アンバサダープログラム

海外グループ会社従業員を対象にしたこのプログラムを通じて、サントリーグルー

プの強みである創業精神の共有やグループの一員としての一体感を醸成。さらに、帰

国後には「アンバサダー」として、学んだことを広めてもらうことを目的としています。

新入社員および経験入社社員向け森林整備体験研修

サントリーグループが提唱する「自然との共生」の価値観を従業員一人ひとりが

自ら体感し、理解することを目的に、サントリー「天然水の森」で森林整備体験研

修を行っています。

社
員
一
人
ひ
と
り
の

「
や
っ
て
み
な
は
れ
」を
力
に

水
の
よ
う
に
柔
軟
に
、
力
強
く
。

多
様
な
人
材
が
い
き
い
き
と

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

　

サ
ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
で
は
、
多

様
な
従
業
員
が「
や
っ
て
み
な
は
れ
」

を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
違
い
を
受
け

入
れ
、
生
か
す
組
織
・
職
場
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
多
様
な

価
値
観
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
生
か

す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
の

も
と
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
従
業
員
一
人

ひ
と
り
が
十
分
に
能
力
を
発
揮
で
き

る
よ
う
に
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
に
配
慮
し
た
職
場
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
や
フ

レ
ッ
ク
ス
勤
務
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

働
き
方
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
一
人

ひ
と
り
が
い
き
い
き
と
能
力
を
発
揮

で
き
る
働
き
方
と
職
場
環
境
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
活
力
あ
る
企
業
風

土
は
、
活
動
を
支
え
る
従
業
員
に
よ
る

も
の
で
す
。
従
業
員
が
失
敗
を
お
そ

れ
ず
に
、
よ
り
高
い
目
標
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
、
多
様

な
価
値
観
を
生
か
し
て
、
新
た
な
価
値

を
生
み
出
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

企
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ワークライフバランスの推進

男性従業員のより一層の意識改革を目的に、「ちちおやガイダンス」を開催。ロールモ

デルの紹介や参加者同士の情報共有などを実施しました。

23 suntory group   corporate communication book 2018

「水と生きる」取組み



JAPAN
日本

売上高 12,750億円

グループ会社数 85社

従業員数 18,106名

GROUP

サントリーグループ事業セグメント

飲料・食品関連事業

売上高	 12,264億円

酒類関連事業

売上高	 7,225億円

健康食品・外食・花・

サービス他関連事業

売上高	 2,086億円

サントリーホールディングス株式会社

本社所在地： 大阪府大阪市北区堂島浜2-1-40

サントリーワールドヘッドクォーターズ所在地：東京都港区台場2-3-3

創業： 1899年

設立： 2009年2月16日

代表取締役会長： 佐治  信忠

代表取締役社長： 新浪  剛史

資本金： 700億円

37,745名

21,575億円

※ 各エリア別・事業別売上高は酒税控除後を掲載しています。
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corporate information

ASIA/OCEANIA
アジア・オセアニア

売上高 2,865億円

グループ会社数 75社

従業員数 8,997名

EUROPE
欧州

売上高 3,030億円

グループ会社数 96社

従業員数 5,085名

AMERICAS
米州

売上高 2,930億円

グループ会社数 56社

従業員数 5,557名

SUNTORY

サントリーグループ

グループ会社数：312社 （2017年12月31日現在）

従業員数：37,745名 （2017年12月31日現在）

連結売上収益（酒税控除後）：21,575億円 （2017年1月1日～2017年12月31日）

連結売上収益（酒税込み）：24,203億円 （2017年1月1日～2017年12月31日）

連結営業利益：2,536億円 （2017年1月1日～2017年12月31日）

会社情報

グループ計
従業員数

連結売上高収益
（酒税控除後）
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suntory’s history suntory’s history

「不可能」を「夢かなう」へ
バラには青い色素がないため、青いバラをつく
ることはできない─これが当時の研究者たち
の意見でした。しかし「サントリーフラワーズ」
による 10 年以上の研究の末、世界初となる青い
バラの開発に成功。2009 年には「夢かなう」と
の花言葉とともに販売が開始されました。

サントリー食品インターナショナル（株）上場
2013 年 7 月、サントリーグループの飲料・食品事業を
担うサントリー食品インターナショナル（株）が東証１部
に上場。市場の急成長が見込まれる東南アジアを中心に、
海外での飲料事業拡大に力を入れています。

TOPICS 

TOPICS 

芸術・文化活動の開始
1961 年のサントリー美術館の開館を皮切りに、1986 年にはサ
ントリーホールを開館。美術と音楽を中心に、芸術分野におけ
る社会貢献活動の取組みを半世紀にわたり継続しています。

TOPICS 企業スポーツ活動の開始
企業スポーツへの参加やスポーツ振興のための活
動を開始。バレーボールとラグビーの自社チーム
を組織し、リーグに参加するとともに、競技の普
及活動や子どもたちへのクリニックなども展開し
ています。
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MILESTONE
サントリーグループ

年の歴史
サントリーグループの創業から現在まで

119 年の歴史を、歴代の看板商品、CSR

活動とともにご紹介します。

1963
サントリー株式会社へ社名変更

1983
シャトーラグランジュ経営開始

1984
「サントリーシングルモルト
ウイスキー山崎」発売

2005
「ザ・プレミアム・モルツ」
（中瓶）が、日本で初めて
「モンドセレクション」
ビール部門で2005年から
3年連続最高金賞受賞

ジャパニーズウイスキーの誕生
国産ウイスキーの製造に着手した信治郎は、「よい原酒はよい水
が生み、よい熟成はよい自然環境なしにはあり得ない」との思
いから、京都郊外の山崎に「サントリー山崎蒸溜所」を建設。
1929 年には、国産第一号の本格ウイスキー『サントリーウイ
スキー白札』を発売します。

1923
サントリー山崎蒸溜所建設

1907
甘味葡萄酒「赤玉ポートワイン」発売

2009
オランジーナ・シュウェップス・
グループ買収 

1981
「サントリーウーロン茶」発売

2004
「サントリー緑茶
伊右衛門」発売

世界初の「青いバラ」開発に成功

2013
サントリー食品
インターナショナル（株）上場

2017
『クラフトボス』シリーズ発売

1996
発泡酒

「スーパーホップス」発売

1978
メロンリキュー ル「MIDORI」を
アメリカで発売

「サントリービール」発売

1937
「サントリーウイスキー角瓶」
発売

※ 製品の撮影画像に、
　 一部加工を施しています。

1972
飲料・食品事業に本格参入

新しい研究開発拠点
「サントリー ワールド リサーチセンター」 竣工

2015
「〜ザ・プレミアム・モルツ〜 
マスターズドリーム」発売

社会福祉活動
大阪で生活困窮者の救済のため無料の診療所を開設したこと
から歴史は始まります。以来 90年以上、社会奉仕への強い信
念のもと、その時代にふさわしい社会福祉活動をいち早く取
り入れて、実現してきました。

TOPICS 

1921
邦寿会創立・今宮診療院開設 1961

サントリー美術館開館

1946
食品化学研究所設立

（現サントリー生命科学財団）

1969
鳥井音楽財団設立

（1978年「サントリー音楽財団」
に改称〜現「サントリー芸術財団」） 

1973
愛鳥活動開始

バレーボール部創部

1979
サントリー文化財団設立

1980
ラグビー部創部

1986
サントリーホール開館

2003
「サントリー天然水の森」活動開始

天然水の森・水育活動
水や自然の恵みに支えられているサントリーグループ
は、地球環境を未来に引き継いでいくために、「天然水の
森」の自然環境の保全、豊かな生態系の象徴である野鳥
の保護、水の大切さを次世代に伝える「水育」など、自
然環境の保全・再生に繋がる活動に取り組んでいます。　

TOPICS 

2004
サントリー次世代環境教育

「水育（みずいく）」を開始

2011
東日本大震災復興支援

「サントリー東北サンさんプロジェクト」開始

2014
「サントリー環境ビジョン2050」策定

「チャレンジド・スポーツ
（障がい者スポーツ）」支援開始

2015
次世代環境教育「水育（みずいく）」を
海外では初となるベトナムで活動開始

創業者・鳥井 信治郎
（1879-1962） 

大阪市に「鳥井商店」を開業、
ぶどう酒の製造販売を開始

（1921 年「株式会社寿屋」創立）

1899
鳥井商店 創業 TOPICS 

食のちからを健康のちからに
健康志向が高まりをみせた 1990 年代、サント
リ―も健康・ライフサイエンスの分野に参入。
長年にわたる食の科学的研究や品質管理技術を
礎とした開発の末、1996年にゴマの健康食品『セ
サミン』を発売します。

1993
健康食品事業に参入

TOPICS 

TOPICS 

「水」の取組みをグローバルに展開
国内で培ってきた「水のサステナビリティ」の
考えや活動をグローバルに展開し、世界各地の
方々と連携しながら、地域課題に沿った活動を
グローバルに推進していきます。

TOPICS 

熊本地震復興支援活動
「サントリー水の国くまもと応援プロジェクト」開始 

2016
アメリカ・ケンタッキー州のメーカーズマーク蒸溜所にて

「ナチュラル・ウォーターサンクチュアリ」プロジェクト開始

2017
サントリーグループ共通の「水理念」策定

2018
「環境ビジョン 2050」改定
「2030年目標」策定

ビームサントリー誕生
2014 年、アメリカのビーム社を買収し「ビーム
サントリー」を設立。世界第 3 位のプレミアム
スピリッツメーカーとなり『ジムビーム』『山崎』
などを世界中で販売、より一層グローバルな事
業展開を行っています。

2014
ビームサントリー 誕生

TOPICS 



suntory’s history

芸術・文化活動の開始
1961 年のサントリー美術館の開館を皮切りに、1986 年にはサ
ントリーホールを開館。美術と音楽を中心に、芸術分野におけ
る社会貢献活動の取組みを半世紀にわたり継続しています。

TOPICS 

28

MILESTONE
サントリーグループ

年の歴史
サントリーグループの創業から現在まで

119 年の歴史を、歴代の看板商品、CSR

活動とともにご紹介します。

1963
サントリー株式会社へ社名変更

ジャパニーズウイスキーの誕生
国産ウイスキーの製造に着手した信治郎は、「よい原酒はよい水
が生み、よい熟成はよい自然環境なしにはあり得ない」との思
いから、京都郊外の山崎に「サントリー山崎蒸溜所」を建設。
1929 年には、国産第一号の本格ウイスキー『サントリーウイ
スキー白札』を発売します。

1923
サントリー山崎蒸溜所建設

1907
甘味葡萄酒「赤玉ポートワイン」発売

「サントリービール」発売

1937
「サントリーウイスキー角瓶」
発売

※ 製品の撮影画像に、
　 一部加工を施しています。

1972
飲料・食品事業に本格参入

社会福祉活動
大阪で生活困窮者の救済のため無料の診療所を開設したこと
から歴史は始まります。以来 90年以上、社会奉仕への強い信
念のもと、その時代にふさわしい社会福祉活動をいち早く取
り入れて、実現してきました。

TOPICS 

1921
邦寿会創立・今宮診療院開設 1961

サントリー美術館開館

1946
食品化学研究所設立

（現サントリー生命科学財団）

1969
鳥井音楽財団設立

（1978年「サントリー音楽財団」
に改称〜現「サントリー芸術財団」） 

創業者・鳥井 信治郎
（1879-1962） 

大阪市に「鳥井商店」を開業、
ぶどう酒の製造販売を開始

（1921 年「株式会社寿屋」創立）

1899
鳥井商店 創業 TOPICS 



100年先を見つめて。
「水」は豊かな森が育む自然の恵み。

でも、森が元気を失えば、今はまだ豊かな水も、美しさを失うことや

涸れてしまうことがあるかもしれません。

豊かな水を育めるよう森をより元気にすこやかにしたい─。

そのためには、とても長い時間がかかります。

「天然水の森」の“水と生命を守る森づくり”、

100年先の未来まで見据えて、サントリーは活動を続けていきます。



Printed in Japan

「水と生きる」スペシャルサイト




